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重 要 事 項 説 明 書 

                             シャイントピアみなせ 

                             サテライト型特別養護老人ホームふれあいの里 

 

  地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護サービスの提供にあたり、指定地域密着型サービスの事業の人員、 

 設備及び運営に関する基準（平成１８年３月１４日付け厚生労働省令第３４号）第１５７条により準用する同基 

 準第９条の規定に基づき、当該事業者が利用者に説明すべき事項は、次のとおりです。 

  

 １．事業者 

 

 事業者の名称  社会福祉法人みなせ福祉会 

 法人所在地  湯沢市皆瀬字小野１８８番地１ 

 代表者氏名  理事長  兼子 賢一 

 電話番号  ０１８３－５８－４００４ 

 ＦＡＸ番号  ０１８３－４６－２９００ 

 

 ２．ご利用施設 

 

 施設の名称  シャイントピアみなせサテライト型特別養護老人ホーム ふれあいの里 

 施設の所在地  湯沢市皆瀬字下菅生３２番地 

 施設長（管理者）名  小南 智子 

  

 介護保険事業所指定 

 種 類  地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

 番 号  湯沢市 

  電話番号  ０１８３－５８－４１５５ 

  ＦＡＸ番号  ０１８３－４６－２１０２ 

 

  ３．事業の目的と運営方針 

 

 事業の目的 

 

 

 

 

  介護保険法の理念に基づき要介護状態となった場合においても、入居者が有するそ

の能力に応じて、自らの生活様式及び生活習慣に沿って、自律的な日常生活を営むこ

とができるよう、必要な日常生活上の活動について援助を行うことにより、入居者の

日常生活を支援することを目的とする。 

 

 施設運営の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入居者の人格を尊重し、常に入居者の立場に立ったサービスの提供に努めるととも

 に、入居者の心身の状況等を踏まえて、日常生活に必要な支援を適切に行うものと

 する。 

・入居者及びその家族のニーズを的確に捉え、個別の施設介護サービス計画を作成  

 し、当該計画に沿った指定地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護を提供する

 ものとする。 

・施設の従業者は、施設サービスの提供にあたっては、懇切丁寧を旨とし、入居者又

 はその家族に対し、施設サービスの提供方法等必要な事項について、理解しやすい

 ように説明を行い同意を得るものとする。 

・施設は、明るく家庭的な雰囲気を有し、運営にあたっては、地域や家族との結びつ

 きを重視し、市町村や地域の福祉・保健・医療関係者、本体施設（シャイントピア

 みなせ）との密接な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。 
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  ４．施設の概要  

 

    （１）構造等 

  敷 地  ３９９１㎡ 

 

  建 物 

 

 構 造  鉄骨平屋建（準耐火建築） 

 延べ床面積  ８８７．５４㎡ 

 利用定員  ２０名    （１ユニット１０名の２ユニット） 

 

 

    （２）ユニット 

   居室・設備の種類   室 数     面  積         備   考 

 Ａユニット（個室）    

 

 

 

 

 

居 室（個室） 

 

 １０ 

 

   １６４．９㎡ 

 

 １室１６．４９㎡  

＊各居室にトイレ、洗面台付 

共同生活室（リビング）     １    ７８．６４㎡  

浴 室・脱衣室     １    １０．６６㎡  

ユニットトイレ     １      ３．９６㎡  

 Ｂユニット（個室）    

 

 

 

 

 

居 室（個室） 

 

  １０ 

 

   １６４．９㎡ 

 

 １室１６．４９㎡  

＊各居室にトイレ、洗面台付 

共同生活室（リビング）     １    ７８．６４㎡  

浴 室・脱衣室     １    １０．６６㎡  

ユニットトイレ     １      ３．９６㎡  

 

 

    （３）主な設備 

     設 備 の 種 類   室  数    面   積        備   考 

 多目的トイレ     １      ４．８４㎡  

 機械浴室     １    ２９．３７㎡  特殊浴槽 

 相談室     １    １３．２０㎡  

 調理室     １    ３０．４２㎡  

 介護材料室     １      ９．３７㎡  

 地域交流スペース     １    ５２．０２㎡  

 

 

  ５．職員体制（主たる職員）                                           （令和８年 ４月現在） 

 

 職 種 別 

 

  

 職  名 

 

基準 

数 

(人) 

配置 

人員 

(人) 

  雇  用  形  態  

  保有資格・その他備考 

 

 常       勤  非常勤 

  専従  兼務 

施 設 長    １   １      ＊ １        社会福祉士 

生活相談員    １   １     １   社会福祉士（介護支援専門員兼務）  

介護職員 

 

 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ   ２   ２     ２   介護福祉士２名 

介護員 

 

１０ 

 

男２     ２       介護福祉士２名 

女８     ８           介護福祉士８名 

看 護 師    １   １     １       看護師（介護支援専門員兼務） 

管理栄養士    １   ２        ＊ ２  管理栄養士（兼）２名 

介護支援専門員    １   ２     ２         
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機能訓練指導員    １   １  ＊ １        看護師兼務 

医  師 嘱 託 医   １   １         １ 湯沢内科循環器科ｸﾘﾆｯｸ（内科他） 

         ＊本体施設ｼｬｲﾝﾄﾋﾟｱみなせと兼務 

 

 ６．職員の勤務体制 

従事者の職種         勤 務 体 制       その他備考 

施 設 長 月～金（４週８休）８：３０～１７：３０ ＊本体施設と兼務 

生活相談員 月～日（４週８休）８：３０～１７：３０  

介護職員 

 

 

 

 

交代制（主な勤務時間） 

早 番   ６：３０～１５：３０ 

日 勤   ８：３０～１７：３０ 

遅 番  １３：００～２２：００ 

夜 勤  ２１：４５～ ６：４５ 

 

早番、遅番の勤務は日によって違い

ます。 

 

 

看 護 師 

 

月～日（４週８休）８：３０～１７：３０ 

 

夜間については、自宅待機を行いま

す。 

管理栄養士 月～金（４週８休）８：３０～１７：３０ ＊本体施設と兼務２名配置 

介護支援専門員 生活相談員、看護師兼務  

機能訓練指導員 看護師兼務 ＊本体施設と兼務 

嘱 託 医 

 

毎週１回 火曜日午後回診  

 

緊急の場合は、雄勝中央病院へ紹介

します。 

 

 ７．施設サービスの概要 

 

  （１）介護保険給付サービス 

       一人ひとりの心身の状況、有する能力、環境等に応じた施設サービス計画を作成し、ご利用者の承諾のもと 

    計画に応じた介護サービスを提供します。 

      ３ヶ月、半年、又は随時、ご利用者の状態に合わせサービス計画書の見直しを行います。 

 

    種   類                               内    容 

 

     食  事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・栄養士の立てる献立表により、栄養と利用者の身体状況に配慮したバラエティに富

 んだ食事を提供します。 

・ご利用者の自律支援のため、離床して食べていただくように配慮します。 

・ご利用者の咀嚼・嚥下の状態に応じた食事介助を心掛けます。 

・食事をする場所（食堂）が心のふれあいと楽しく食事が出来る環境づくりを工夫し

 ていきます。 

・ご利用者にあわせてゆっくり召し上がってもらうよう努めます。 

・個人の要望にそって、食事の開始時間、メニュー、食事場所等にお応えするよう努

 めます。 

（食事時間） 朝食  ８：００～     昼食 １２：００～ 

              夕食 １８：００～  

・管理栄養士を配置（本体施設との兼務）し、個人の状態に合わせた食事提供と栄養

 管理等について、栄養ケア計画を作成し対応するなど、他職種協働で行っていきま

 す。 

 

     排    泄  

 

 

 

 

・一人ひとりの排泄時間を把握し、心身の状況に応じ適切な方法で、排泄の自立をめ

 ざします。 

・オムツ使用の方でも尿意がある限りなるべくオムツが外れるよう工夫し、又、出来

 るだけオムツを使用せず過ごせるように援助します。 

・清潔感を保ち、プライバシーに配慮するなど心を傷つけないように努めます。  
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   入  浴 

 

 

 

 

 

・ユニット毎に個別浴槽を設置し、家庭的なお風呂を楽しんでいただきます。 

・寝たきりでも機械浴槽を使用するなど、入居者にあった入浴方法で、安全に入浴出

 来るよう援助します。 

・基本的には、週２回の入浴ですが、個人の要望に合わせて、入浴出来るよう努めま

 す。（夏場はシャワー浴が毎日可能です） 

・身体状況等により入浴が困難な場合は、清拭を実施し、清潔を保ちます。 

 

   

  離床、着替え 

  整容等 

 

 

 

 

・生活のリズムを考え、毎朝夕の着替えを行うよう配慮します。 

・ご本人の要望に添った着衣の選択などにもお応えします。 

・寝たきり防止のため、出来る限り離床に配慮します。 

・個人としての尊厳に配慮し、適切な整容が行われるよう援助します。 

・寝具は、リース契約にて週一回の交換で清潔さを保ちます。（汚れた時は、随時交

 換可能） 

・口腔ケアに努め、誤嚥性肺炎を予防し清潔さを保ちます。 

 

    機能訓練 

 

・機能訓練指導員（本体施設配置）により、ご利用者の心身等の状況に応じて、日常

 生活を送るのに必要な機能の回復又はその減退を防止するように努めます。 

 

 

    健康管理 

 

 

 

・嘱託医である湯沢内科循環器科クリニックの医師による週一回（火曜日）の回診に

 より、必要な医療処置が受けられます。又、協力医療機関が雄勝中央病院になって

 おり、緊急時及び高度な治療を要するときには紹介状にて引継されます。 

・看護師が毎日、健康チェック、服薬管理を行い早期対応・効果的介護に努めます。 

 

 

   相談及び援助 

 

 

・ご利用者及びそのご家族からのいかなる相談についても、誠意をもって応じ、可能

 な限り必要な援助を行うよう努めます。 

   （相談窓口）生活相談員 髙橋 ゆかり 

 

 

  社会生活上の便宜

 の提供 

 

 

 

・日常生活上必要な行政機関等の諸手続きで利用者・家族が対応困難な場合の代行手

 続きを行います。 

・地元商店に委託し、毎週月曜日に移動売店を開いており、菓子類等の購入が出来ま

 す。 

・適宜レクリエーションや行事等を企画し、生きがいづくりに努めます。 

 

 

    その他 

 

 

 

 

 

・近隣の小中学校のボランティアの受け入れ及び幼稚園・保育所との交流する機会を

 提供し、楽しんでいただきます。又、併設の児童クラブの子供達との交流もできま

 す。 

・入居者への宅配便・郵便物の取次等を行います。 

・湯沢市介護相談員が、ご利用者の話し相手・相談相手として施設に来所していま 

 す。 

 

 

  身体的拘束及び 

  行動制限 

 

 

 

 

・当施設及び職員は、ご利用者又は他のご利用者等の生命又は身体を保護するため 

 緊急やむを得ない場合を除き、身体拘束その他ご利用者の行動を制限する行為を行

 わないものとします。 

・緊急やむを得ず身体拘束その他ご利用者の行動を制限する行為を行う場合は、当施

 設が別に定める「身体拘束等廃止マニュアル」に規定する手続きに従って行うもの

 とします。 

 

 

  高齢者虐待防止 

 

・当施設は、ご利用者等の人権擁護・虐待の防止等のために、次に掲げるとおり必要

 な措置を講じます。 

（１）虐待防止に関する担当者を選定（生活相談員）しています。  
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（２）従業者に対する人権擁護・虐待防止を啓発するための研修を実施しています。 

（３）従業者が支援にあたっての悩みや苦悩を相談できる体制を整えるほか、従業者

  がご利用者等の権利擁護に取り組める環境の整備に努めます。 

（４）サービス提供中に、当施設の従業者又は養護者（現に養護している家族・親族

  ・同居人等）による虐待を受けたと思われるご利用者を発見した場合は、速やか

  に市町村に通報します。 

 

 

 

  秘密保持等 

 

 

 

・当施設および当施設の使用する職員は、サービスを提供する上で知り得たご利用者

 及びその家族に関する秘密を、正当な理由なく第三者に漏らしません。この守秘義

 務は、職員の雇用契約終了後も同様とします。 

・ご利用者から予め文書の同意を得ない限り、居宅介護支援事業者等に対し、ご利用

 者の個人情報を提供いたしません。 

 

 

 

  衛生管理等 

 

 

 

 

・ご利用者の使用する施設、食器その他の設備又は飲用に供する水について、衛生上

 必要な措置を講じます。 

・施設において感染症の発生又はまん延しないように必要な措置を講ずるとともに、

 食中毒及び感染症の発生防止のための措置等について、必要に応じて保健所の助言

 ・指導を求めるとともに、常に密接な連携に努めます。 

＊業務継続計画（BCP）感染症編（入所系）に沿った対応、研修、訓練を行います。 

 

 

  業務継続計画   （

BCP）の策定等 

 

 

 

 

 

・感染症や非常災害の発生時において、入所者に対するサービスの提供を継続的に実

 施するための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（業務継続計

 画）を策定し、当該業務継続に従って必要な措置を講じます。 

・従業者に対し、業務継続計画について、周知するとともに、必要な研修及び訓練を

 定期的に実施します。   

・定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行いま

 す。 

 

 

  入所者の安全並び

に介護サービスの質

の確保等 

・業務の効率化、介護サービスの質の向上その他の生産性の向上に資する取組の促進

 を図るため、利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資

 する方策を検討するための生産性向上委員会を定期的に開催します。 

 

 

 

 

  ハラスメント 

 対策について 

 

 

 

 

 

①当法人のハラスメント防止対策指針及び顧客等によるハラスメントへの対応に関す

 る指針に基づき、施設内において行われる優越的な関係を背景とした言動や、業務

 上必要かつ相当な 範囲を超える行為は組織として許容しません。 

②ハラスメント事案が発生した場合、マニュアルなどを基に即座に対応し、同時案件

 が発生しない為の再発防止策を検討します。 

③職員に対し、ハラスメントに対する基本的な考え方について研修などを実施しま 

 す。相談窓口を設置するなど、いつでも相談できる体制を整備します。また、定期

 的に話し合いの場を設け、ハラスメント発生状況の把握に努めます。 

④ハラスメントと判断された場合には行為者に対し、関係機関への連絡、相談、環境

 改善に対する必要な措置、利用契約の解除等を検討する措置を講じます。 

 

  （２）介護保険給付外サービス 

 

 

    理  容 

 

・１ヶ月に一回（第四月曜日）に、地元理容組合の出張による理髪サービスをご利用

 いただけます。又、適時近隣の理髪店に出向いて行えるよう便宜を図ります。  

 

   日常生活品の ・ご利用者及びご家族が自ら購入が困難である場合は、施設で購入を代行することが
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   購入代行 

 

 できます。 

 

 

     金銭管理 

 

 

・別途、「預り金管理委託契約」を締結された利用者及びご家族においては、金銭等

 管理サービスをご利用いただけます。 

・このサービスには、金銭出納管理をするに必要な代理権（日用品等の代金支払い、

 医療費支払い等）も含まれています。 

        

 ８．相談・苦情等申立先 

 

    （１）施設の苦情受付窓口等 

 

 施設苦情窓口 

 

  受付担当   生活相談員  髙橋ゆかり 

 苦情解決責任者  施設長 小南智子 

 

 

 苦情処理を行う 

 ための処理体制 

 

 

 1.「相談・苦情受付簿」に記載する。 

  2.関係者等より苦情についての事実確認を行う。 

  3.関係者等との協議・連携により対応内容を検討し、管理者の決裁を受ける。 

  4.苦情の改善について、相談者に説明し、対応内容も受付簿に記録しておく。 

 

  

 施設外苦情申立 

 窓口 

 

 

 

 

 

 

  秋田県国民健康保険団体連合会         電話 ０１８－８２６－６８６４ 

 湯沢市長寿福祉課 高齢介護班           電話  ０１８３－７３－２１２３ 

  皆瀬総合支所 地域応援班         電話  ０１８３－４６－２１１１ 

  稲川総合支所 地域応援班         電話  ０１８３－４２－２１１１ 

  雄勝総合支所 地域応援班         電話 ０１８３－５２－２１１１ 

  秋田県運営適正化委員会                 電話  ０１８－８６４－２７２６ 

 

    

 ９．利用料 

  （１）介護保険対象サービス利用料 

 

 

基

本

部

分 

 

    要介護度  単位    利用料  介護保険給付額    利用者負担額 

 要介護１  １日  ６，８２０円   ６，１３８円     ６８２円 

 要介護２  １日  ７，５３０円   ６，７７７円    ７５３円 

 要介護３  １日   ８，２８０円   ７，４５２円    ８２８円 

 要介護４  １日   ９，０１０円   ８，１０９円    ９０１円 

 要介護５  １日   ９，７１０円   ８，７３９円      ９７１円 

 

加

算

部 

分 

 

 看護体制（Ⅰ）加算  １日       １２０円        １０８円         １２円 

 ｻｰﾋﾞｽ提供体制強化加算（Ⅰ）  １日       ２２０円        １９８円         ２２円 

 夜勤職員配置加算  １日       ４６０円        ４１４円         ４６円 

 科学的介護体制加算（Ⅱ）  １月       ５００円        ４５０円         ５０円 

 栄養ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ強化加算  １日

  

      １１０円          ９９円         １１円 

 初期加算（30日限度）  １日       ３００円        ２７０円         ３０円 

   ＊負担割合が２割・３割の方は割合に応じて利用料金が変わります。 

  ＊この他、一月当たりの総単位数に介護職員等処遇改善加算Ⅰロ １７．６％が加算されます。（R8.6.1～） 

 

  （２）居住費及び食費 

 

 利用者負担区分  利用者負担   利用者負担   利用者負担   利用者負担  利用者負担 
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   第１段階    第２段階   第３段階Ⅰ    第３段階Ⅱ    第４段階 

 居住費（１日あたり

） 

      ８８０円      ８８０円   １，３７０円   １，４７０円   ２，０６６円 

 食費（１日あたり）       ３００円      ３９０円       ６８０円   １，４２０円   １，５４５円 

 

      ＊第１段階～第４段階の区分は、利用者の所得階層による区分 

         第１段階  老齢福祉年金受給者、生活保護受給者など 

         第２段階   非課税世帯で年金収入等が８０万円以下の方 

         第３段階Ⅰ  非課税世帯で年金収入等が８０万円超１２０万円以下の方 

         第３段階Ⅱ  非課税世帯で年金収入等が１２０万円超の方 

         第４段階   上記以外 

                                                            

 （３）日常生活費等 

 理容・美容 

 

 理髪サービス１回２，５００円 

 施設外理髪 実費 

レクリエーション材料費  実  費 

日常生活上必要な物品の購入費  実  費 

 

  １０．協力医療機関と医療 

 医療機関の名称  湯沢内科循環器科クリニック 

 院長名  山本 久（嘱託医） 

 所在地  湯沢市沖鶴２１５番地１ 

 診療科目  内科・循環器科・呼吸器科 

 入院設備  病床なし 

 協力契約の内容 

 

 

 

 ①利用者への定期的な診察（回診） 週一回火曜日午後 

 ②利用者が急変した場合の緊急対応措置 

 ③利用者が入院が必要となった場合の他医療機関への紹介 

  （協力病院：雄勝中央病院） 

 

 入居者の医療 

 

 

 

 

 

 

 １．病気やけがの治療は施設の嘱託医または利用者が選択する医療機関で受けてい 

   ただくことになり、医療費は医療保険制度で支給される以外の費用は利用者の 

   負担となります。 

   但し、検査及び短期間の入退院の手続きや送迎は無料です。 

 ２．通院時の付き添い、入退院の移送は致しますが、入院中の付き添いはしません。 

 ３．尚、入院が３ヶ月以上におよぶ場合は退所となります。 

 

 協力医療機関名称  ＪＡ秋田厚生連 雄勝中央病院   （R7.1.1～委託契約） 

 院長名  小松田 敦 

 所在地  湯沢市山田字勇ヶ岡２５ 

 診療科目  内科・外科・整形外科・皮膚科等（総合病院） 

 入院設備  病床あり 

 協力契約の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 ①利用者の病状に急変や感染症が生じた場合の常時の相談対応 

 ②利用者が診療を求めた場合の常時の診療体制 

 ③診療時間外や休日でも対応する医療の確保 

 ④利用者が入院を要すると認められた場合の入院の受入 

 ⑤施設と１年に１回以上、利用者の緊急時の対応確認 

 ⑥施設に対する感染症対策の研修又は訓練 

 ⑦施設との必要に応じて妥当適切な協力・協議（医療の確保、感染症等） 
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 １１．非常時災害時の対策 

 非常時の対応   別に定める「業務継続計画（BCP）、消防計画」により対応します。 

 非常通報の体制    非常通報体制は全職員での連絡体制を確保しています。 

 近隣との協力体制 

 

  皆瀬村消防団第二分団（菅生地区）と、「総合防災訓練」を通して応援協力体制を 

   確保しています。 

  

 平常時の訓練と 

 防災設備 

 

  別に定める「業務継続計画（BCP）、消防計画」により、年２回以上の夜間及び昼間

を想定した避難訓練を、利用者の方も参加して実施します。 

 

 防災設備の概要 

 

 

 

  【主な消防用設備】 

   ・消火器 ５本  ・自動火災報知器  ・非常警報設備  

  ・誘導灯、誘導標識  ・自家発電設備   ・スプリンクラー 

 

  １２．当施設ご利用の際に留意いただく事項点 

 事故発生時の対応 

 

 

 

 

・利用者に対する施設サービスの提供により事故が発生した場合は、速やかに市町村 

  利用者の家族に連絡を行うとともに、利用者の病状に急変、その他の緊急事態が生 

  じたときは、速やかに主治医に連絡する等必要な措置を講じます。 

・事故が生じた際には、その原因を解明し、再発生を防ぐための対策を講じます。 

 

   事故補償 

 

 

 

 

・施設サービス提供上、不可抗力的に生じた損害、事故の補償については、利用者・施

 設双方で協議することとします。 

  尚、当施設は「社会福祉施設総合賠償補償共済制度：しせつの共済」に加入してい 

  ます。 

 

 

   来訪・面会 

 

・早朝、深夜等の面会はご遠慮下さい。 

・来訪者は、職員への声かけをお願いします。 

 

   外出・外泊 

 

・外出・外泊の際には、行く先と帰宅予定時間を職員に申し出て下さい。 

 

 

   居室・設備 

  ・器具の使用 

 

・施設内の居室や設備、器具は本来の用法に従ってご利用下さい。 

  これに反したご利用により破損等が生じた場合、賠償していただくことがございま 

 す。 

 

 

  喫煙・飲酒 

 

・喫煙について、施設内は全面禁煙です。 

・飲酒については、「行事等」で楽しんでいただくのみとします。 

 

  迷惑行為等 

 

 

・けんか、暴行、中傷、口論など他入居者・従業員等に対する迷惑行為はしないで下さ

い。 

 

  所持品の管理 

 

 

・入所時に「物品預り表」を確認していただきます。尚、原則的に所持品は日常生活 

  用品に限り、貴重品は避けて頂きます。 

 

  現金等の管理 

 

 

 

 

 

・現金等の管理を施設に依頼される場合は、施設に預けることが出来ます。 

  詳細は「預り金管理委託契約書」によります。主な内容は、次のとおりです。 

 管理する金銭の限度額：預り金規程では限度額の設定はございません。 

                        年金の入金等の管理に限定し、必要最小限の受け払いを代行

                        致します。 

                        遺産相続等に係わる財産等の管理はいたしません。 
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  管理する金銭等の形態：指定する金融機関の預金通帳を施設で管理します。 

                     （利用者名義にて北都銀行稲川支店に預け入れ） 

  お預かりするもの  ：上記預金通帳と通帳印（原則各１つ） 

  保管場所      ：本体施設事務所金庫等 

  保管管理者     ：施設長が責任を持って管理します。 

  ＊但し、利用者及び身元引受人により概ね３ヶ月ごとに確認を頂戴致します。 

   また、入所契約の終了後３０日以内に所持品及び現金等は入所者及び身元引受人 

   お引き渡し致します。 

 

 宗教活動・政治活

 動 

・施設内で他の人に対して、自身の信心している宗教活動や政治活動を強要しないで 

  下さい。 

 第三者評価 

 

・当施設では実施しておりません。 

 

 

 実習生の受入れに

ついて 

 

・当施設は、介護福祉士等における介護実習の単位を取得しようとしている者、外国人

技能実習生等の受入れを行っています。実習は個人情報に十分配慮し、当施設職員の監

督・指導のもと行います。 

 

 

 

  １３．入所・退所等 

    入  所 

 

・事業者と施設利用サービス契約を締結した利用者に対し、施設サービスを提供しま 

 す。 

 

 

    退  所  

 

 

 

 

 

 

・契約書の契約の解除項目に該当する場合は退所することになります。 

  主な例は、以下の通りです。 

  ①利用料の滞納や伝染性疾患の羅患と治療上必要性、利用者本人の行動による他 

   の利用者への影響 

  ②介護認定の更新による入所該当外（自立・要支援が該当）の認定結果の場合 

     介護認定の更新による介護１、介護２の認定結果であり、特例入所の事由に当 

   てはまらない場合 

  ③措置施設（養護老人ホーム等）への入所 

  ④３ヶ月以上の入院の場合 

 

 

 

 

 

 

 


